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衛解説

最近の電力系統の運用と安定度問題について

系 統 運 用 部

ま え が き

電力系統の拡大とともに， 系統構成の複雑化，

発電機数の飛躍的増大， 送電線潮流の増大なとに

より， 系統の「安定度」は計画・ 運用の両面にお

いて重要な問題となっている。

運用面についていえば， 安定運用と経済運用と

は背反する面があり， 種々の制約の下において調

和のとれた合理的な運用を行うべく努めている。

このためには， 系統安定度の限界を正確に把握し

ておくことが必要であり， 54年初めから新しい安

定度解析手法を導入し， 情報ジステム部の協力を

得て， 当社内で計算をおこなっている。 その概要

とこれにもとづいてなされている主幹系統安定度

監視方式の概要についても紹介する。

2 電力系統の安定度とは

複数の同期発電機が同期運転を行っている場合

に， 系統に何らかの擾乱（短絡故障とか負荷の急

変など）が発生すると， 一時的または継続的に同

期運転が乱され， 安定な運転ができなくなること

がある。 この現象が生じ易いかど う か の指標を

「安定度」と称しており， 発電機の出力， 発電機

相互間の 距離（電気的距離 ）， 連系線潮流の大き

さ， 発電所のターヒン発電機の制御装置の性能等

によって定まる。 （第1図）
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第1 図 系統モデル

このことをもう少し理解し見いように54年3月

の「電研報」の表現を借りて電力系統を荷馬車に

たとえてみることにする。

『発電機とそのエネJレギー供給源を馬にたとえ

るなら， 負荷は荷車にたと え ら れ よ う。 送電線

は両者 を結ぶロ ー プのようなものであり』この荷

馬車の群は一定の速 度（電力系 統 の60Hzに相

当するもの）で走ることが要求さ れ る。 （第2

図）

第2図 電力系統を荷馬車にたとえれば

『現在， 沢山の馬と荷車を結ぶロープが縦横に

つながっている。 また荷車の荷が重くなってくる

と適当な箇所に新しい馬が加えられる。 こうなっ

てくるとどの馬かどの荷車を引っ張っているのか

判然としなくなる。 したがって一頭の馬の加速・

減速を論じようとすれば， 全系のバランスも見な

くてはならない。』

『何かのきっかけで全系がパニック状態に陥る

ことがあった場合， …•••この過程では各馬はばら

ばらに加速減速を繰り返し， 沢山あるローフ
゜

も伸

びたり縮んだりする。 このような動揺状態のもと

では荷車も揺れなから加速減速を繰り返す。』

『ロ ー プが切れれば馬は暴走するし， 荷車は置

いてきぼりをくう。 馬の暴走は御者（発電所の制

御装置）が取り抑えるが， 荷車の停止は需要地の

停電を意味する。』

（電研報54号P40 長尾「電力系統の負荷特性J

より抜粋）

このような状況は複雑であり， この問題に対し

て多くの年月と地道な努力が積み重ねられている
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